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神代植物公園通り周辺の
都市計画道路に関する検討状況の報告



はじめに
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市は，平成28年３月に策定した「調布市道路網計画」において，「神代植物公園
通り周辺の都市計画道路(調布3・4・9号線，調布3・4・14号線，調布3・4・15号
線)」(以下「計画検討３路線」という。)を計画検討路線として位置付け，検討を
進めて参りました。
令和３年３月に，これまで市民の皆様からいただいたご意見や関係機関との協議等

を踏まえ，「神代植物公園通り周辺の都市計画道路の見直し方針」を定めました。
この度，令和４年１月時点での，見直し方針に基づく検討の状況についてお知らせ

いたします。
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計画検討３路線の位置付け
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神代植物公園通りと並行する計画検討３路線は，平成28年３月に策定した「調布市道路網計
画」(以下「道路網計画」という。)において既存道路を活用し，都市計画道路の機能代替の可
能性がある路線として，計画検討路線に位置付けています。
計画検討路線とは，道路網構築の視点により広域道路網として必要性が確認された路線のう

ち，特別な事由により，道路の線形，幅員，位置，構造の変更など都市計画の内容について検
討する必要がある路線です。

１ 計画検討3路線とは

計画検討路線（検討主体:都）（２路線）

計画検討路線（検討主体:市）（６路線）

広域道路整備プログラム



令和３年３月に，これまで市民の皆様からいただいたご意見や関係機関との協議等を踏まえ，
以下のとおり「神代植物公園通り周辺の都市計画道路の見直し方針」を定めました。

１ 調布3・4・9号線
(甲州街道から上ノ原五差路までの区間)
→ 現都市計画案(現計画位置のまま)とします。

２ 調布3･4･14号線
(上ノ原五差路から深大寺五差路までの区間)
→ ルート変更案(神代植物公園通りの機能強化)

とします。
今後，道路線形等について検討を進めます。
その後，都市計画変更手続に着手します。

３ 調布3・4・15号線
(三鷹通りから武蔵境通りまでの区間)
→ 現都市計画案(現計画位置のまま)とします。

神代植物公園通り周辺の都市計画道路の見直し方針
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２ 神代植物公園通り周辺の都市計画道路(計画検討３路線)の見直し方針



調布3・4・9号線の見直し方針
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【現都市計画案】とする

ルート変更案

【ルート変更案】 【現都市計画案】

安全性

・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが安全に移動
できる環境が確保されます。

・ バス待ち環境の改善が図られます。 ―

快適性

・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが快適に歩ける
空間が確保されます。

・ 現在の交通量より増加することが
予想されます。

・ 生活道路への通過交通の流入
抑制が期待できます。

―
・ 新たな交通経路が確保され，
神代植物公園通りの交通量分散が
期待できます。

利便性

・ 道路拡幅することで，自転車の走行環境が改善されます。

― ・ 甲州街道より南側と接続することで，
広域道路網が形成されます。

― ・ 新たにバスルートの新設(または
転換)が期待されます。

住環境 ・ 植樹帯の設置により，良好な景観の形成が期待できます。

防災性

・ 道路拡幅と無電柱化を行うことで，災害時でも車両通行が可能になります。

・ 道路拡幅することで，延焼遮断機能が形成されます。

― ・ 甲州街道への新たな移動ルートが
確保されます。

事業性 ・ 移転対象:約１００棟
・ 堅ろうな建物が立ち並んでいます。

・ 移転対象:約６０棟
・ 都市計画により既に建築制限が
課されています。

現都市計画案上ノ原五差路

２ 神代植物公園通り周辺の都市計画道路(計画検討３路線)の見直し方針
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・ 松原通りから品川通り，甲州街道へ接続する広域道路ネットワークを形成します。
・ 生活道路への通過交通の流入抑制及び神代植物公園通りの交通経路の分散化が期待できます。



【ルート変更案】とする

・ 神代植物公園通りにおける歩行者・自転車の安全性やバス待ち環境などの改善が図られます。

現都市計画案

【ルート変更案】 【現都市計画案】

安全性

・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが安全に移動
できる環境が確保されます。

・ バス待ち環境の改善が図られます。 ・ 現在の神代植物公園通りのバス
待ち環境の改善は困難です。

快適性

・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが快適に歩け
る空間が確保されます。

― ・ 神代植物公園通りの交通量は
変わらないことを予測しています。

―
・ 神代植物公園通りの自動車の
安全かつ円滑な走行性の向上には
繋がりません。

利便性

・ 道路拡幅することで，自転車の走行環境が改善されます。

・ 深大寺や神代植物公園へのアクセス性の向上が図られます。

― ・ 新たにバスルートの新設(または
転換)が期待されます。

住環境 ・ 植樹帯の設置により，良好な景観の形成が期待できます。

防災性

・ 道路拡幅と無電柱化を行うことで，災害時でも車両通行が可能になります。

・ 道路拡幅することで，延焼遮断機能が形成されます。

・ 広域避難場所である神代植物公園へのアクセス性の向上が図れます。

事業性 ・ 移転対象:約６０棟
・ 堅ろうな建物が多いエリアがあります。

・ 移転対象:約１００棟
・ 都市計画により既に建築制限が課
されています。

深大寺五差路

調布3・4・14号線の見直し方針
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２ 神代植物公園通り周辺の都市計画道路(計画検討３路線)の見直し方針

上ノ原五差路

ルート変更案

整備イメージ

拡
幅

拡
幅



【現都市計画案】とする

【ルート変更案】 【現都市計画案】

安全性 ・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが安全に移動できる環境が確保
されます。

快適性

・ 道路を拡幅し新たに歩道の設置を行うことで，誰もが快適に歩ける空間が確保
されます。

― ・ 新たな交通経路が確保されます。

― ・ 狭あいな生活道路への交通流入の抑
制が期待できます。

利便性

・ 道路拡幅することで，自転車の走行環境が改善されます。

― ・ 杏林大付属病院へのアクセス性の向上
が図られます。

― ・ 新たにバスルートの新設(または転
換)が期待されます。

住環境 ・ 植樹帯の設置により，良好な景観の形成が期待できます。

防災性

・ 道路拡幅と無電柱化を行うことで，災害時でも車両通行が可能になります。

・ 道路拡幅することで，延焼遮断機能が形成されます。

・ 広域避難場所である神代植物公園へのアクセス性の向上が図られます。

事業性 ・ 移転対象:約５棟
・ 移転対象:約１５棟
・ 都市計画により既に建築制限が課され
ています。

・ 第三次救急医療機関である杏林大学付属病院へ
のアクセス性向上が期待できます。
・ 狭あいな生活道路への交通流入の抑制が期待でき
ます。

調布3・4・15号線の見直し方針
２ 神代植物公園通り周辺の都市計画道路(計画検討３路線)の見直し方針
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